
駐車した車の位置や隠した宝物の
位置を12個のLEDで示してくれる！

GPSターゲットファインダー
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内容



 １．ターゲートとしてGPSモジュールで取得したGPGGA
データから抽出した緯度、経度情報を記録
$GPGGA,004208.000,3603.8597,N,13931.7955,E,1,08,1.
1,115.9,M,0.0,M,,*64

 ２．位置のGPSモジュールで取得した緯度、経度情報を
記録との距離（ベクトル）と方向（北とのずれ）を計算

 ３．12個のLEDでその距離に応じて点滅させ、方向を示
す

仕組み



 PIC16F1938
 GPS（9600bps)
 コンパス(I2C)
 12個のLED
 シリアル入出力(9600bps)
 プッシュスイッチ3個
 電池・電源（5Vから12V)

構成
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 コンパスデータ校正（南北のずれ補正必要）と常時取得
 GPGGAデータから6個以上の衛星捕捉確認（5個以下では起動し

ない、としている。バラツキ大きい）
 GPGGAデータから緯度と経度を常時取得
 ターゲット位置の記録。ボリュームで選んだ5地点を内部EEPROM

に記録。現在位置で押ボタンスイッチを押して記録、またはシリア
ル入力で設定

 現在位置とターゲット位置の緯度経度からベクトル求めてLEDの点
滅周期決める

 現在位置とターゲット位置の緯度経度からX方向、Y方向の値を計
算し、北方向との角度求める

 12個のLEDにその方向を表示する

プログラム１



プログラム 測定データ１



プログラム 測定データ２

緯度（北緯 経度（東経



プログラム 部分



実演



 ◆シリアル・・ターゲット位置のシリアル入力による設定未対
応。GPSモジュールデータは度分秒の表記、Goggleマップ
データは10進のため、対応計算検討中

 ◆全地球対応・・・北緯（N)と東経（E)にしか対応しておらず。
全地球対応にしたい。少なくとも北米でも対応したい。検討
中。

 ◆磁北極・・ボード（装置）の向きに関係なくターゲット方向を
示すためにコンパスモジュールによる北方向が重要だが、北
極と磁北極は約80km（約15度）ずれているが、未対応（ちな
みに3億年くらいで磁極は反転するらしい）

考察


